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るソビエト指導部の往復文書、例えば L.M. カガノヴィチおよびV.M. モロトフがスターリンに送っ
た、満州鉄道周辺における日本側との紛争に関する 1932 年 7 月 10 日付暗号電報＊3、またロシア外
務人民委員部（НКИД.…NKID）の文書やロシア移民個人文書（РГАЭ.…RGAEロシア経済公文書館所
蔵）＊ 4 の中に、杉原の名前が見える。
ロシア連邦外交資料館（АВП.…AVP）文書には、杉原に関連する 1936 年から 1937 年までの文書
が保管されている。プロジェクト実施のため、これらの文書から「マル秘」の公印が外された。プ
ロジェクトの最初の段階で、文書はロシア連邦外交政策資料館の職員に手渡され、その後プロジェ
クトチームに、1939 年 10 月から 1940 年 6 月までの在リトアニアソ連大使館の往復外交文書を閲
覧する許可が与えられた。1936-1937 年の期間、杉原は当初カムチャッカ半島ペトロパヴロフスク
の日本領事館書記として勤務したのち、在モスクワ日本大使館に転勤を命じられたものの、ソ連
への入国査証の発給を拒否されている。1937 年 2 月 4 日外務人民委員部は日本国大使館に対し、
杉原は反革命軍（白衛軍）亡命者とつながりのある「ペルソナ・ノン・グラータ」（Persona…non…






















大使との会談を終えるにあたって B.S. ストモニャコフ副外務人民委員は、次のように言明した :…
「杉原の入国は、両国の友好関係に資するものではありえない」＊ 5。
ロシアおよび海外公文書館における「正義の人」杉原千畝に関する新たな文書の発見 : 国際協力の経験と展望






複数の研究によると、1940 年初めまでにリトアニアには 1万 4 千人から 2万人近いユダヤ難民が
いたと思われる。1940 年 6 月ソ連軍によるリトアニア進攻後、大半の難民はリトアニアを出国し




リトアニア駐在ソ連大使館の、1939 年 10 月から 1940 年 6 月にかけての外交書簡（ソ連公使の
報告書のひとつ）には、「ロシア語に堪能な」日本の領事代理がフィンランドから着任したことが
記されている。ロシア外務省対外政策史料館AGPにあるユダヤ難民の通過に関する資料の大半（ひ






















































経由地日本に向かう難民の通過に関する外務人民委員部の 1941 年 4 月 29 日付文書には、「1940
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民の名簿が保管されている。この名簿は 1941 年 2 月はじめ、杉原が日本の外務省に提出したもの
である＊ 11。そこには 1940 年 7 月 9 日から 8月 31 日までの期間中にヴィザを取得した 2139 人（ソ
連国籍 7人を含む）の氏名が記載されている＊ 12。ただ、杉原に関する伝記では、発給ヴィザ 6千
通とするものが多く、救済されたユダヤ系難民は 1万人と記述することもある＊ 13。






領を通過しウラジオストクに向かったリトアニアからの難民の数が 1472 人と明記されている＊ 15。
そのうち242人は外国人で、ソ連にある外国領事館での入国ヴィザ取得をあてにしていた。したがっ
て、おそらく 1230 人の難民が杉原の発給したヴィザを持っていたと思われる＊ 16。
1941 年度の全ソ株式会社『インツーリスト』の営業活動に関するレポートには、1941 年の 1 月
と 2月だけで、近くの 1500 人のトランジット客がウラジオストクに向け移送されたとの記述があ





することができた＊ 19。ソ連諜報機関は 1941 年 3 月 1 日、492 通の偽造ヴィザを摘発した（偽造ヴィ





所蔵文書のなかに、本稿著者は『1941 年 6 月 7 日付の報告書《日本におけるユダヤ系難民の状況》』
を発見した。この報告書はアメリカ・ユダヤ人会議宛で、同会議の在日本代表モイシェ・モイセー
エフ（Moise…Moiseeff）が発信したものである。この報告書によれば、1940 年 7 月から 1941 年 5 月
までの期間に神戸に滞在した難民は 1046 人で、そのうち児童は 57 人であった＊ 20。とりわけ重要
な意味を持つと思われるのは児童の数で、多くの史家の見解とはことなり、その数は少数であった。
難民の一部がこの時期までに日本を出国していた点を考慮したうえで、以上の資料は、ソ連側の



























1946 年 11 月 25 日杉原と家族は他の外交官と共にオデッサに到着した。杉原と故国までの道の
りは、その後更に 4か月もの長きにわたった。外国市民帰還部部長のガブリロフ大佐は、1946 年
11 月 28 日ソ連外務省捕虜・抑留者総局局長M.S. クリヴェンコ中将とソ連国境警備隊司令官N.P. ス
タハーノフ中将に、元在ルーマニア日本国外交団員 17 人の名簿を送付した（名簿の作成日は 1946
年 11 月 27 日）。名簿には外交官のみならず、妻子の声明も記載されている。3から 7までの番号
には「スピハラ（原文のまま。原著者註）チウネ、1900 年生まれ、在ルーマニア日本国大使館書記 ;…




日本人外交官と家族は 1946 年 12 月 11 日までオデッサの第 186 中継収容所に滞在した＊ 28。「赤
軍が解放したソ連抑留の外国市民』登録カードのうち杉原の妻と子供たちのカード（杉原本人のカー














要な意味を持つのが杉原自身の書簡である＊ 32。「1946 年から＊ 33 輸出入を手掛ける商社で、輸入担
当責任者として勤務し、現在はモスクワにおります」＊ 34。
ロシア国立経済資料館の史料によると、杉原は 1964 年 11 月から 1965 年 5 月まで日本の『蝶理』
の駐在員としてソ連で勤務、また 1965 年 10 月から 1975 年までは『国際交易』の事務所に勤務し
た＊ 35。
「テンポ・スギワラ」（時にスギハラ）の名は、1965 年版ソ連化学・軽工業省が受け入れた資本










＊ 3… Сталин и Каганович. Перепискм…（スターリンとカガノヴィチの通信）。1931-1936 年。モスクワ。p.220-221.…（ロ
シア国立社会政治史史料館 РГАСПИ.…RGASPI）
＊ 4… 地質学専門家で極東研究家 E.E.Anert の、満州北部研究博物館創設に関する 1933 年 2 月 23 日付日本側関係者へ
の書簡参照…（ロシア国立経済学史料館。RGAE）。
＊ 5… АВП （ロシア対外政策史料館）。д.5、л.21-25.…この資料は、その後の杉原の、1945 − 1947 年および 1960-1975 年
の期間におけるソ連滞在には影響を及ぼしていないことを指摘しておく。
＊ 6… 詳細は、I.Bekaman著、『杉原千畝と1930年代末フィンランドにおける日本の諜報活動。<水晶の夜>の光の中で。
ケー二ヒスベルグのユダヤ共同体、ヨーロッパユダヤ人の迫害と救済』（Бекаман Й. Чиунэ Сугихара и японская 
разведка в Финляндии в конце 1930-х гг. – В отблеске «Хрустальной ночи»: еврейская община Кёнигсберга, 












＊ 12…杉原自身 1941 年に、ユダヤ難民はおよそ 1500 人であると証言している。1967 年にはポーランドの歴史研究者













＊ 24…Судоплатов П.А. Указ. соч., с.32.
＊ 25…Levine H.…Op.cit.,…p.274-275
＊ 26…ГА РФ…（ロシア国立公文書館）,…ф.9526,…оп.…6,…д.306,…л.142.
＊ 27…Там же, л.224
＊ 28…РГВА （ロシア国立軍事史料館）. ф.450п,…оп.7ф.…д.1,…л.142.
＊ 29…РГВА のカード目録では、杉原幸子には 5959 の番号がふられている。幸子がブカレストから収容所の警備司令
部に到着したのは 1946 年 11 月 25 日である。子供たちの番号は 5950-5952.…杉原自身の番号は 5958 であったと推
察できる。長男（出生地は日本国、東京と記載あり）は、自分の手で署名している。次男・三男については英語
の署名があるが、おそらく千畝の筆跡と思われる。
＊ 30…Там же, л.29
＊ 31…Там же.
＊ 32…1967 年 7 月 21 日付の書簡。著者の知る限り、完全な形で公開されたことは一度もない。書簡の一部は、第二次
大戦勃発後杉原に協力していたポーランド軍諜報員の活動に関するもので、杉原を通して「ポーランド地下運動
と、ストックホルムに在ったポーランド外交代表部の連絡が行われ」、その一環として「1939 年 9 月のポーラン
ド侵攻の際、敵の手から守られたポーランド軍旗 2旗」をパリに移送することができたことが書かれている。詳
細は 1967 年 7月 21日コラブ・ジェブルイク宛書簡を参照されたい。Архив Центра «Холокост»…（「ホロコースト」







＊ 34…これに関する情報は、R. コラブ・ジェブルイクと日本人外交官達との往復書簡に見える。Там же,…л.3
＊ 35…Decision…of……love...…p.13
＊ 36…РГАЭ （ロシア国立経済資料館）,…ф.459,…оп.5,…д.52,…л.4,…7,…8,…13,…16,…17,…22-25,…27,…37,…47,…60
